
執行役員の佐川でございます。

本日はご多忙のところお集まりいただき、ありがとうございます。

2013年3月期 第2四半期の決算概要についてご説明いたします。



こちらが本日のご説明内容のサマリでございます。

第一に、2013年3月期 第2四半期の業績についてです。

半導体売上高は、第1四半期に発生した情報システム統合の影響により一時的に減少
しましたが、第2四半期には同影響が解消し、大型カスタム案件が牽引したことから、前
四半期比22％増の2,053億円となりました。営業損益は、売上増に伴う利益増、研究開
発費の効率化、販売費及び一般管理費の抑制などにより、前四半期比で119億円改善
しました。

第二に、通期の業績予想については、本年8月2日に公表した予想を据え置いていま
す。

第三に、人的合理化施策と生産構造対策の進捗状況についてです。国内における早
期退職優遇制度の実施により、第2四半期において約840億円の特別損失を計上した
一方、年間約530億円の人件費削減効果を見込んでおります。また、ルネサスハイコン
ポーネンツの譲渡決定を発表するなど、生産構造対策は着実に進展しています。

第四に、財務基盤の強化については、主要株主及び主力取引行より970億円の新規融
資及び保証金を確保し、短期借入金の長期への借り換えを実現するなど、財務基盤を
着実に改善しています。



それではまず、2013年3月期 第2四半期の決算概要についてご説明いたします。



こちらが、第2四半期の業績のサマリです。

半導体売上高は、第1四半期に情報システム統合の影響により、一時的に減少しました
が、第2四半期には同影響が解消し、大型カスタム案件が牽引したことから、前四半期
比で22％増収の2,053億円となりました。営業損益も前四半期比で119億円改善し、57
億円の赤字となりました。

当期純損失は、国内の早期退職優遇制度の実施に伴う特別損失を約840億円計上し
たことなどにより、943億円の赤字となりました。
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こちらが、四半期ごとの業績推移です。

第2四半期の半導体売上高、営業損益はともに、前ページでお話しした要因により、前四
半期比で改善しております。
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続いて、第2四半期の事業別の半導体売上高です。

第2四半期は、特にアナログ＆パワー半導体、SoCにおける大型カスタム案件が牽引し
、半導体売上高は前四半期比で22％増と大幅に改善しました。
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7ページは、第2四半期の各事業別の売上について、さらに分野別での状況を示した
ものです。

マイコンについては、汎用マイコンにおいて、民生、産業など全分野で売上が伸び、
前四半期比で15％強の売上増となりましたが、第1四半期の情報システム統合による
一時的な売上減の影響が解消したためと考えられます。一方、自動車用マイコンは、
第1四半期から引き続き堅調に推移し、前四半期比で横ばいとなりました。

アナログ＆パワー半導体については、アナログIC/ディスクリートにおいて、自動車や
民生向けを中心に売上が伸び、パワーデバイスにおいて、自動車やPC周辺向けを
中心に堅調に推移し、双方で前四半期比増収となりました。表示ドライバICにおいて
も、スマートフォン向け中小型パネル用が急増し、前四半期比で約40％の売上増とな
っております。

SoCについては、アミューズメント向けが大きく牽引し、民生向けSoCが前四半期比で
約180％の大幅な売上増となり、SoC全体では、前四半期比で約60％の売上増となり
ました。



8ページは、第2四半期の営業損益について、前四半期からの増減で示したものです。

第2四半期は、売上増に伴う利益増、R&D費用の効率化、SG&Aの抑制などにより、前
四半期比で119億円の改善となりました。



9ページは、第2四半期の当期純損益について、営業損益からの増減を示したものです
。

第2四半期の営業損益は大幅に改善したものの、早期退職優遇制度の実行などにより
、859億円の特別損失を計上し、当期純損失は943億円の赤字となりました。
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続いて、10ページは、バランスシートの状況です。

早期退職優遇制度の実施を中心とした当期純損失を943億円計上したことにより、株主
資本は前四半期比で大幅に減少しましたが、主要株主及び主要取引行から新規融資
及び保証金をいただき、財務基盤を強化してまいります。
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11ページは、キャッシュ・フローの状況です。

第2四半期について、営業キャッシュ・フローは、927億円の税金等調整前四半期純損
失を計上したものの、早期退職優遇制度の実施に伴う約840億円が第2四半期にはキ

ャッシュアウトとして発生しないため、事業構造改善引当金として計上したことなどにより
、46億円の収入となりました。

フリー・キャッシュ・フローについては、投資キャッシュ・フローにより、52億円の赤字とな
ったものの、前四半期比では235億円改善しています。

早期退職優遇制度の実施により想定される支出影響を除けば、キャッシュフロー は第1
四半期を底に改善に向かっています。



次に、2013年3月期 通期業績予想についてご説明いたします。



2013年3月期 通期の連結業績につきましては、本年8月2日に公表した前回予想を据え
置いております。

ただし、欧州の債務・金融問題の長期化、中国をはじめとする新興国経済の更なる減
速、日中関係の不透明化による需要への影響など、顕在化しつつあるリスク要因が今
後当社の業績に与える影響を慎重に精査する必要があり、こうした分析を進め、今後業
績予想の修正が必要となった場合には速やかに公表いたします。



続いて、人的合理化施策と生産構造対策の進捗状況について、ご説明いたしま
す。
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まず、収益基盤の強化に向けてこれまで取り組んできたことを簡潔にご説明いたします
。

2010年4月の統合以降、統合シナジーの実現、構造対策の実行を柱に掲げ、

各種施策を着実に実行してまいりました。

こちらの図は本年8月2日に発表した内容を更新したものです。本年8月以降、財務基盤
の強化や7,446人の早期退職実施、さらにはルネサスハイコンポーネンツの譲渡を発表
する一方で、マイコンラインアップの拡充など、注力事業の強化も行っております。
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人的合理化策としては、本年7月3日に早期退職優遇制度の実施を発表し、本年10月
16日には、その実施結果を発表しました。

応募人数は7,446人となり、本件に係る特別損失は約840億円となりました。また、人件
費の削減効果は年間約530億円を見込んでいます。

当初の応募人数の想定である5千数百人を上回る応募結果となりましたが、国内連結
子会社を含む当社グループ全体での応募人数であり、営業・生産を含む当社グループ
への事業活動への大きな影響はありません。
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本年7月3日には、生産構造対策を発表し、国内拠点の方向性についてご説明しましたが
、同対策の第一号案件として、青森にある後工程工場、ルネサスハイコンポーネンツの譲
渡を決定しました。13年1月1日付で、ルネサスハイコンポーネンツをアオイ電子株式会社
様に譲渡する予定であり、構造対策は計画どおり進捗しています。

これにより、当社の日本国内の後工程拠点は8拠点となり、さらに発表した構造対策を行っ
た後は、2拠点となる見込みです。一方、国内前工程拠点については、現在の9拠点14ラ
インから、構造対策後には、7拠点9ラインとなる見込みです。



続いて、財務基盤の強化に向けた取り組みについてご説明いたします。
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先にお話しした構造対策の推進と並行して、当社は財務基盤の改善を進めています。

まずはステップ1として、構造対策推進に必要な原資として、新規資金970億円を確保し
ました。

次にステップ2として、短期借入金の長期化を実現し、足元の財務基盤を改善しました。

こうした取り組みの結果、ステップ3として、営業キャッシュ・フローを改善し、安定した財
務基盤の確立を図ってまいります。

次ページより、各ステップの詳細についてご説明いたします。
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まず、ステップ１として、主要株主及び主力取引行から資金支援及び保証金をいただき
ました。

具体的には、本年10月1日付で、主要株主3社より、計495億円の資金支援及び保証金
を受領しており、また同日付で、主力取引行4行からの475億円のシンジケートローンを
実行しています。これにより、計970億円の新規資金を確保しており、構造対策の着実
な実行に充ててまいります。
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ステップ2としては、短期借入金の長期化を行いました。

本年9月28日付で、主力取引行をアレンジャーとして、シンジケートローン契約を締
結し、10月1日までに、計1,611億円の短期借入金を長期借入金として借り換え、財
務基盤の更なる安定化を実現しました。
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ステップ3としては、営業キャッシュ・フロー改善による財務基盤の改善を進めて
います。

970億円の新規資金を構造対策費用に充当し、手元流動性を維持しつつ、構造
対策を着実に実行します。これにより、2014年度末までに45％の固定費削減を
実現し、営業キャッシュ・フロー改善により、財務基盤を強化していきます。また、
フリー・キャッシュ・フローの黒字化により、財務基盤の改善を図り、注力事業にリ
ソースを集中してまいります。
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最後にまとめです。

2013年3月期 第2四半期の売上高及び営業損益は、ほぼ想定どおりに着地しま
した。

国内における早期退職優遇制度の実施により、第2四半期において約840億円
の特別損失を計上した一方、年間約530億円の人件費削減効果を見込んでいま
す。

第2四半期は、ルネサスハイコンポーネンツの譲渡決定を発表するなど、生産構
造対策は着実に進展しました。

主要株主及び主力取引行より970億円の新規融資及び保証金を確保、短期借
入金の長期への借り換えを実現するなど、財務基盤を着実に改善いたしました。



2013年3月期 第2四半期の決算概要のご説明は以上でございます。

本日は有難うございました。


